

































































































































































	表紙
	中表紙
	序文
	写真
	地図
	目次
	1. 評価調査団の派遣
	1.1 調査団派遣の経緯と目的
	1.2 調査団の構成
	1.3 調査日程
	1.4 主要面談者
	1.4.1 インドネシア側
	1.4.2 日本側

	1.5 終了時評価の方法

	2. 要約
	3. プロジェクトの当初計画
	3.1 プロジェクトの成立の経緯
	3.1.1 旧プロジェクト（作物保護強化計画）評価調査の概要
	3.1.2 フェーズⅡ計画打合せ調査の概要

	3.2 実施に当たって留意すべきと考えられた事項

	4. 中間評価活動の実績
	4.1 平成元年度巡回指導調査の概要
	4.2 平成2年度巡回指導調査の概要

	5. 投入実績評価
	5.1 日本側の投入
	5.1.1 専門家の派遣
	5.1.2 機材供与
	5.1.3 研修員受入
	5.1.4 ローカルコスト負担

	5.2 インドネシア側の投入
	5.2.1 土地、建物、施設の提供
	5.2.2 人員の配置
	5.2.3 予算の措置


	6. プロジェクトの活動実績
	6.1 作物保護策定に対する技術的指導
	6.1.1 作物保護のためコンピューターシステムの利用
	6.1.2 病害虫防除計画の展示
	6.1.3 稲病害虫の総合的管理技術の構築と実証試験

	6.2 稲及びパラウィジャ主に大豆の病害虫の発生予察、監視調査、防除遂行のための野外及び研究室における研究
	6.2.1 トビイロウンカ(BPH)とシロメイチュウ
	6.2.2 タイワンツマグロヨコバイ及びツングロ病
	6.2.3 水稲病害
	6.2.4 野ソ
	6.2.5 パラウィジャ主に大豆病害虫

	6.3 農薬分析の改善
	6.3.1 農薬組成成分に関する研究
	6.3.2 農薬の安全使用の確立

	6.4 その他の活動
	6.4.1 情報、標本及びレポートの交換
	6.4.2 作物保護スタッフ及び作業員に対する訓練についての指導


	7. プロジェクト実施の効果
	8. プロジェクトの運営管理
	9. 結論及び勧告
	9.1 総括・勧告
	9.2 その他

	付属資料
	① 合同評価報告書


